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新機能

DIVAnet 2.1 は、2.0 で導入された新しいアーキテクチャーと機能に基づいて構築されています。DIVAnet 2.1 には、Linux のサポート、バグの修正、および UI 拡張機能が追加されています。レガシーの DIVAnet (リリース 1.0 および DIVArchive インストーラで Access Gateway と呼ばれていた) も使用できます。DIVAnet 2.x はレガシーの DIVAnet 1.0 とは異なる方法で構成されているため、当座の代替品ではありません。

DIVAnet 2.1 は DIVArchive 7.3.1 以降で動作します。DIVAnet 2.1 ClientAdapter および DbSync サービスは DIVAnet 2.0 ManagerAdapter で動作します。1 つ例外が存在します。DIVAnet ClientAdapter プロキシモード (DIVAnet データベースなしの直接モード) は DIVAnet 2.0 ManagerAdapter で動作しません。



DIVAnet 2.0 から DIVAnet 2.1 への拡張機能

	Oracle Linux 7 のサポート
	
Microsoft Windows のサポートに加えて、DIVAnet 2.1 では、Oracle Linux (64 ビット、リリース 7 以降) の完全サポートが可能になります。オペレーティングシステムごとに個別のインストーラがあります。DIVAnet 2.1 ドキュメントライブラリの『Oracle DIVAnet インストール、構成、および操作ガイド』には、Windows と Linux の両方のインストール手順が記載されています。


	拡張復元ワークフロー
	
拡張復元ワークフローにより、コンテンツが存在する場所に関係なく、ネットワーク内の任意のソース/宛先 (リモートのソース/宛先を含む) に復元できます。サイト間コピーを介したリモートのソース/宛先への復元は、初期の DIVAnet リリースでは許可されていませんでした。DIVanet 2.1 ではこの機能を有効にするように拡張されています。アクセス規則で、配備に必要なポリシーを適用していることを確認する必要があります。


	DIVAnet UI の復元コマンド
	
DIVAnet UI に、「Assets」タブからデジタルアセットを復元する機能が備えられました。特定のソース/宛先に復元する複数のオブジェクトを選択できます。


	DIVAnet UI のアセットクエリーページのサポート
	
DIVAnet UI では、アセットの複数のページの表示をサポートしています。各ページのデフォルトは 100 オブジェクトです (これは ui.properties ファイルで構成可能です)。


	DIVAnet UI のアセットクエリーでの論理 OR
	
DIVAnet UI の「Asset Query」パネルでは、オプションで同じパラメータタイプの値を OR 結合できるようになりました。デフォルトはクエリー内のすべての値を AND 結合します。たとえば、デフォルトで、サイト Dallas AND サイト NewYork のアセットのクエリーを実行するか、または新しいオプションを選択し、サイト Dallas OR NewYork にあるアセットを返すこともできます。


	DIVarchive API getStoragePlan() のサポート
	
MultiDiva モードでの DIVArchive API getStoragePlan() の呼び出しがサポートされました。











要件

DIVAnet 2.1 では、すべてのサイトで DIVArchive 7.3.1 (最小) が必要になり、Windows または Oracle Linux オペレーティングシステムでサポートされています。






DIVAnet のインストールと構成

Windows または Linux に DIVAnet 2.1 をインストールするには、Oracle DIVAnet 2.1 ドキュメントライブラリの『Oracle DIVAnet インストール、構成、および操作ガイド』を参照してください。






ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サイト (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc) を参照してください。


Oracle Support へのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Support を通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs) を参照してください。
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